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経
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張

す
る

二

元

的
経

済
紙

放
論
に

つ

い

て

考
へ

て

み

ょ

う
｡

い

は

ゆ
る

財
政

畢
上
臥

新
薬
韓
笹

沢
と

は

い

か

た

る

畢
演
で

あ
る

か
､

ま

た
､

そ

の

次
の

人
々

が

主

張

す
る

二

元

的
経
済
観
銀
鈴
は
､

い

か

な
る

問
題
を
､

い

か

な
る

角
度

か

ら
､

と

り

あ

げ

よ

う

と

す
る

の

か
､
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れ

ら
の

こ

と
に
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て

漁

備
的
に
一

應
の

詮
明
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ぼ
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資
本
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義
の
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造
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は
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資
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期
資
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主

義
化
が

あ
ら

た

な

る

財
政

的
現

貫
を

出

f

〔

註
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〕

現

さ

せ
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る
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才

〔
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〕

資
本
主

義
の

帝
遵
奉
他

に

着
日

七

な

が

ら

現

代

財
政
を

と
ら
へ

る

も
の

に
ハ

ン

セ

て
ズ

ル

タ

ン
､
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中
フ
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の
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義
化

に

と

も

な
つ

て
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現

代

財

政

も

本

質
的
に

襲

化
し

た

と

す
る
｡

ま
づ

目

に
つ

く
の

は

財

政

需

要
の

増
大

だ

が
､

こ

れ

に

と
も

な
つ

て
､
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梼
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檜
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を
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鮭
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と
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ふ
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の
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自
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を
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佐
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を

も

蓼

巧

言
､

元

衆
､

二

元

的
軽
韓
組

織
論
を

そ
の

論
理

的

考
構
成
と
い

ふ

鮎

か

ら

考
へ

て

み

る

と
､

ニ

つ

の

側
面
を

併
せ

も
つ

て

ゐ

る

と

考

′

へ

ら

れ
る
｡

そ

の

第
一

は

二
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的
封

立

論
で
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ノ

､

第
二

は

二

元

的
交
錯
静
で

あ
る
■｡

前
者
の

竜

礎
の

上
に

立
つ

て

後
者
の

展
開
が

な

し

ぅ

る

と

考
へ

れ

ぼ
､

前
者
の

方
が

よ

り

根
本
的
な

も
の

で

あ
る

と
い

び

う

る

か

も

し

れ

な
い

が
､

こ

れ

は

論
理

自
餞
の

必
然
的
結
論
と
い

ふ

わ

け
で

は

な
い
｡

前
者
に

挙
つ

て

は

主

と

し
て

寒
韓
観
敢
御

類
型
の

問

題
､

す
た
は
.
ち

諸

種
の

麿
碑
粗

放
の

異
質
性
､

一
封
立

性
が

問
題

に
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る
｡

こ
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の
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が

と
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に

重

税
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れ
､
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政

表
の

梼
進
を

把

超

す
べ

嘉
が

問
題
と

た

る
｡

し

た
が

つ

･

て

財
政
の

内
に

存
す
る

琴
治

的
た

も
の
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霊
と
い

ふ

こ

と
が

特
に

問
題
と

し
て

登

誓
ノ

る
｡

後
者
に

つ

い

て

は

二

つ

の

経
済
観

赦
の

交

錯
に
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つ
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絶
髄
寮

韓

暮
の

楯

慧
い

し

は

凌
展
を

展

望
ノ

る

こ

と

が

問
題
と

誉
ソ
､

財
政
を

不
可

映
の

要
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と

す
る
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民
麿

帝
の

統

⊥
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把
撞

吾
日

ざ

す
に

至
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｡

し
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が

つ
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理
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な

も
の

が

と

く
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硯
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れ
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る
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･
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孟
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な
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成
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別
と

す
れ

ぼ
､
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で
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代

財
政
の

姑

賛

モ
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明

ゎ
に

し

ト

た

財
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お

け

る
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轟
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な

も
の

(
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性
)

､

あ
る

び

は

琴
治

的
た

も
の
､
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よ

び
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食
磯
原
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な

も
の
､

あ

る

?
は
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韓
理
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的
な

ノ

も
の

を

兢
-

弥
に

把
捉

す
べ

き

契

警
そ
の

給

還
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の
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に
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つ

て

ゐ

る

と

考
へ

る

こ

と

が

で

き
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･
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規

資
の

薪

脛

臍
畢
演
の

二

元

的
経
緯
組
織
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は

こ

の

や

う

な

問
題
虚
理

方
法
を

典
型

的
に

蟄
展
さ

せ

て

ゐ

る

わ

け
で

は

な

い

が
､

意
識
的
に

せ

よ
､

無
意

識
的
に

せ

よ
､

こ

の

方

向
に

し

た
が

つ

て

論
理

を

構
成
し

ょ

う

と

し
て

ゐ

る
､

と
い

ふ
こ

と

だ

け
は

た
し

か

で

あ

る
｡

で

は

新
脛

韓
畢
演
の

い

は

ゆ

る

二

元

的
経

韓
組
織
論
は

具

醸
的
に

い

か

な
る

形
で

主

張
さ

れ
､

い

か

な

る

程
度
に

い

ま
の

べ

た

二

元

的

鍵
臍
組

放
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課
題

-
そ

れ

は

同

時
転

現

代

財
政
の

把
捏
と
い

ふ

課

題
で
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あ
る

ー
を

果
し
て

ゐ

る

で
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ら

う

か
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幕
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は

二

元

的
経

緯
組

放
論
の

前
史
､

お

よ

び

現

代

財
政

拳
の

問
題
を

多
少
と

も

意

識
し

て

と
り

あ

げ
つ

ゝ
､

は

じ

め
て

二

元

的
経

済
組
織
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を

明

確
た

形
で

主

張
し

た
凹
･

カ

プ

セ

ル

の

螢
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｢
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つ
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論
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で
.
あ
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が
､

第
一

に

紙
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の

制
限
､

第
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に

こ

れ

ち

は

後
述
す
る

コ

ル

ム
､

㌢
プ

チ

ュ

ル

の

畢
詮
に

く
ら

べ

て
､

わ

れ

′
1
の

問
題
意

識
か

ら
は

重

要
性
が

劣
る
､

と
い

ふ

こ

と

か

ら
こ

1

で

は

省

略
す
る

こ

と

に

す
る
｡

第
三

箭

一
コ

ル

ム
､

リ

ッ

チ
ェ

ル

の

二

元

的
脛

韓
組

織
論

-

二

元

的
脛

痺
組

織
論
の

主

張
は

現

代

的
問
題
意

識
に

つ

よ

く

叔
ざ

し

た
コ

ル

ム

､

タ
ッ

チ
ュ

ル

の

著
作
が

教
義
さ

れ
る

に

お

よ

ん
で

さ

29

ら

に

展
開
し
て

ゆ

く
｡

▼

▲▼

..

素
顔

済
孝
次
の

二

元

的

経
済
租

織

静

β9

･

ご
て



紳

一

橋

静

叢

算
二

十

九

春

希
一

班

コ

ル

ム

の

主

張

吉
プ

チ
ュ

ル

の

主

臥
と

笑
局
的
見

慧
ら

は

同

蒜
盤
に

葦
と
叶

は

ね

ぼ

な

浅
い

が
､

個

数
成
そ

の

他

タ

つ

い

て
.
拇

か

た

り

際
だ
つ

布
野
立

が

み

ら

れ
る
｡

わ

れ

′
～
ほ

ま

づ

こ

人
の

意

見
の

同
一

と

封
立
の

面
を

顧
慮
し
つ

ゝ
､

順
次
に

詮
明

し

て

ゆ

か

う
グ

ー

グ
ル

ハ

ル

ー
･

■
コ

ル

ム

コ

ル

ム

の

著
｢

国
家
軽

費
の

脛

臍
理

論

-
財
政

理

静
へ

の

一

貫
戯

-
(

一

九
二

七

年
)

+

G
O

旨
琶
d

㌢
首
七
〇
-

付

言
ぎ
胃
F

旨
-

i

O

訂

ゴ
e

邑
e

d
2
1

S
t

邑
琵
宏
笥
音
戸

田
口

匿
-

冒
叫

N

日
句
-

n

呂
注
F

㌻
1

岩
･

･

-

り

芦

は

副
題
か

ら

も

明

か

た

る

ビ

上

く
､

単
に

経
費
理

〔

註
1
〕

論
た
る

に

と
ゞ

ま

ら

ず
､

ひ

ろ

く

財
政
■
理

論
一

般
の

基
礎
理

論
た

る

べ

き

も
の

で

あ
る
｡

わ

れ

く
は

主

と

し
て

本

書
に

よ

つ

て

彼
の

二

〔

鞋
2
〕

元

静
的
主

張
を

み
て

ゆ

か

j
｡

●

〔

註
1
〕

9
e

G
e

冨
-

-

∽

旨
P
巾

叶
-

-

諾
♪

∽
一

山

芦

に

お

け

る

E
旨
ロ

ビ

舞
i

日

日

8

の

コ

ル

ム

蕃
評
参
府
｡

〔

鼓
2
〕

コ

ル

ム

は
】

九
三

六

年
の

静
文

｢

経
費
の

理

論
+

で
､

本

尊
粗

放

以
後
の

問
題
を

多

少
と
■り
入
れ

て

同
一

課

題
を
も
つ

と

簡
単
に

取

扱
つ

て

ゐ

る
｡

P

C
O
-

日
､

つ

訂
づ

訂
○

召
○
代

り
一

旨
-
-

口

E
M

七
e

ロ

巴
-

仁
1

e
∽
-

つ
F
O

A
日

日

巴
仇

○
代

A
喜
e

ユ

β
ロ

A
c

邑
2

日
叫

○
巾

冒
-
-

-
i

β
-

戸
口

a

∽

0

2 .

巴

∽
｡
i

の

増
e

こ
P

P

こ
だ
示
･

､

資
軒
至
義
.
の

現

資
の

様
相
を

虚
心

に

歪
め

評

酔
の

経
済
饅
制
が

そ
■
こ

に

交
錯
し

あ
つ

て

年
る

象
を

み

と

必

る
｡

そ

し

て

あ

く

ま
で

現

質
的
聯
尉
に

着
目
し
つ

1
､

そ

れ

を

二

元

的
経
済
観
放
論
に

ま
で

純
化

し
て

ゆ

く
｡

こ

れ

が
コ

ル

ム

畢
詮
の

根
本
懸
虔
の

や

う
で

あ

る
｡

/

さ

て
､

コ

ル

ム

の

書
物
の

ア

ウ
1
二
フ

ィ

ン

と

わ

れ

わ

れ
の

問
題
と

を

尉
聯
さ

せ

て

考
へ

て

み

る

と
､

わ

れ
わ

れ

に

は

次
の

三

つ

の

鮎
を

∂∂

レ

ぜ

帝
亀

･

､

+



中
心

に

彼
の

主

張
を

み
て

ゆ
く
こ

と

が

便
宜
と

考
へ

ら

れ
る
｡

第
一

は

二

元

的
経

済
組

放
論
の

一

般
考
察
､

第
二

は

々
の

経
費
面

か

ら

す
一
▼

る

考
察
､

第
三

は
､

そ

の

量
的
把
撞
で

ぁ
る
｡

ま

づ

彼
の

二

元

的
産

額
組
放
論
の

一

腰
考
察
に

つ

い

て

静
明

す
る
｡

彼
に

よ

れ

ぼ

現

代

資
本
主

義
燈
韓
を

構
成
す
訂

最
重

要
の

要
素
は

■

公

脛
碑
煙
制
と

市

場
脛

韓
饅
制
で

あ
る
｡

そ

し

て

南

饅
制
は

相

互
に

直

分
さ

れ

聯
鮒
し

あ
つ

て

ゐ

る
｡

丙
脛

密
使

別
の

根
本

的
相

異
は
､

給
付
の

選
捧
と

決

定
の

場
合
に

と
る

翫
鮎
と

方
法
の

相

異
で

あ
る
｡

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

｢

私

経
済
で

は

自

由

意
志
が

…

…

経
済
的

給
付
. の
内
容
を

決

定
し
､

国
家
に

お

い

て

は

権

威

的
な

剣
定
に

よ

つ

て

決

定
き

れ
る
｡

+

(

1 1

貫
)

+

オ

公

経
臍
の

給
付
は

橡
算
に

客
観
的
に

表
示
さ

れ
る

の

で

あ
る

が
､

給
付
の

強

制
性
が

い

は
ゞ

磯
尉

○

宗
野
ロ

.に
よ

つ

て

決
定
さ

れ
る

か

〔

詮
$
〕

ら
､

磯
細
腰
韓

9
笥

芸
才
富
｡

訂
f

t

と

呼
ぼ

れ

る

に

相

應
し
い

と

す
る
パ

〔

証
3
〕

コ

ル

ふ

は
､

両

経
済
醸
制
の

罷

分

原
理

を

〝

個

別

欲

望
″

と

ク

協
同

欲

望
ク

に

求

め

る

と

多
く
の

限

界
領

域

が
生
■
じ

〔

9

貫
)
､

ま
た

手

段

調

達
の

強
制
性
に

求
め
る

こ

と

は

誤

り
で

は

な
い

が
､

公

債
静
の

軒
究
等

に

不

充
分
な

と

こ

ろ

が

む

る

と

す
る

(

1 2

貫
)

｡

そ

し

て

給
付
の

親

御

性

に

同

舟

榛
準
を

求
め
る

の

で

あ
る
｡

し

か

し

て

近

代
デ
モ

ク

ラ

シ

ー

で

は

公

給
付
を

安
際

に

ほ

義
食
が

決

定
す
る
｡

そ

し

て

個
々

の

親

卸
を

行

政

が

■一
行
ふ
｡

公

給
伸
ば

換

算
に

明

瞭

空
茶

さ

れ
る
｡

ク

公

給
骨
は

文

化
的

療

準
や

政

治

的
療

準
に

ょ
つ

て

増
向

さ

れ

う
る

が
､

.
最
強

カ
の

刺

青
に

し

た

が

つ

て

選

薄
さ

れ
る

こ

と

も

あ

る
｡

″

(

1 1

貫
)

と
コ

ル

ム

ほ
の

べ

､

ワ

グ
ナ

ー
､

血
･

カ

プ

セ

ル

流
の

場
合
に

国
家
の

決

定
を

自

明

的

前

提

と
し
た

考

へ

を

打

破
し
､

公

鍵
済
童

醸
の

社

食
学
的

林

産
分

析
の

示

唆
を

あ
た
へ

て

ゐ

る
｡

0

0

0

雨

健

制
の

給
付
の
一

般
的
聯
尉
性
虹

つ

い

て
､

コ

ル

ム

ほ

相

互

前
提

性
､

相
互

制
限
性
､

爾
給
付
の

一

国
の

紙
需
要
饅
系
へ

の

峯
昏
の

〔

鞋
▲
〕

三

つ

を

あ

げ
て

ゐ

る
｡

〔

菅
. 〕

糾
市

場
経
済

品
扱

な

く
し

て

は
■
公

給
付

は

な

㌔

ま
た

嘉
付
な

く

し

て

は

芸
鍵

済

豊
は

考
へ

ら

れ

ぬ

と
い

ふ

や

う
に

相
互

に

前
提

朗

新
経
済
撃
沈
の

二

元

的

経
済
観

親

静
ノ

＼

■

′



ウ
ー3

･
ノ

】

橋

静

轟

算
二

十

九

春

草
-

壊

し

ぁ

ひ
､

拘
ま
た
､

爾

謄
制
が

共
同

で

鹿
理

す
る

絶
所
得
､

あ
る

ひ

は

紙
生

産
カ
を
一

定
と

す
る

と

き
■
に

は
､

南

濃
制
の

給
付
の

中
の

そ

の

一

方
の

輯
大

は

億

万
の

親
限
と

な

る

や

う

に

相

互

に

制
限
し

あ
ひ
､

糾
き

ら

に

と

り

さ

ら

れ
る

私

的

給
付
の

一

単
位

よ

り
､

そ

れ
忙

よ

つ

て

付

加
さ

れ
る

公

給
付
一

単
位
の

償
億

が

支
配

的

償
催

鱒
系

に

お

い

て

大

な
り

と

勃

発
磯
防
が

腎
め
る

限
り
､

公

経

済
ほ

替
ま

れ
る

と
い

ふ

い

み

で
､

爾

軽
部
の

給
付

は
一

国
民
の

粗

肴

要

鍵
系
に

整
序
き

れ

て

ゐ

る
､

と
コ

ル

ム

は

考
へ

る

の

で

あ

る
｡

つ

ぎ

に

経
費
面
か

ら

す
る

二

元

的
脛

韓
組

織
論
の

把

捉
に

つ

い

て

み

る

の

で

あ
る

が
､

コ

ル

ム

は

こ

れ

を

二

つ

の

特
殊
面

か

ら

論
ず
る
｡

′

第
一

は

公

給
付
の

目

的
か

ら
､

■
す
た
は

ち

公

的
作
用
の

内
容
よ

り
､

第
二

は

公

給
付
の

種

類
お

よ

び

仕
方
と
い

ふ

見
地

よ

り
､

雨
薬
臍

饅
別
の

交
錯
を

間

喝
灯

す
る
｡

■

彼
は

第
一

の

敬
鮎
に

立
つ

て

頑
健

制
の

交
錯
甜
係
を

四
つ

に

わ

け
て

考
へ

る
｡

り
国
家
自
懐
の

た

め
に

す
る

維
持
と

安
定
に

つ

い

て

の

国
家
給
付
｡

∽
市

場
経

韓

や
溌
い

す
る

ク

生

産
費
困
ク

と

し
て

の

国
家
給
付
｡

孤

｢

こ

≠
は
一

寸

葬
つ

た

意
見

な

の

で

詮

明

す
る
｡

国
家
は

貨
幣
制
度
の

秩

序
化
､

株
式

合
祀
の

信
用

熊
カ

を

高
め
る

株
式

法
の

制
定

等

市
場
経

済
白

鍵
で

解
決
し

え

ざ

る

任

務

を

引

受

け
る
｡

こ

れ

は
一

般
に

生

産
の

條
件

と
い

ほ

れ

る

が
､

そ

の

経

済
的

重

要

性
は

他
の

生

産

要

因

と

同
一

で

あ
り
､

ま

た

か
⊥

る

給
付
は

費
用

を

要

ナ
る
｡

し

た

が
つ

て

生

産

要

因
と
い

つ

て

よ

い

｡

+

何
種
々

た
る

文
化

領
域
へ

･の

国
家

給
付
｡

抑
市
場
経

緯
に

た
い

す
る

公

約
干

渉
｡

■

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

/

第
二

の

観
鮨
は

公

給
付
が

所

得
の

形

式

華
よ

び

所

得
使

用
の

プ

…
ス

に

組
み

入
れ

き
れ

る
■と
い

ふ

事

箕
に

着
目

す
る

も
の

で

あ

る
｡

コ

ル

ム

ほ
こ

れ

を

そ

の

市
場
脛

臍

に

た

い

す
る

根
本
的
意

義
の

相

異
に

應
じ
て

〝

固
有
の

行
政

給
付
ク

と

〝

貨
幣
給
付
ク

と

に

分
つ

｡

ク

固
有
の

行

政

給
付
″

は

国
家

寧
自
身
で

連
行

ナ
る

場
合
の

給
付
で

あ

り
､

こ

の

場
合
に

は

直
凄
に

官
僚
の

推
祷
費
や

物
的
事
務

費
の

調

レ

感

.

:

ン

声
二
ト

■賢
巨

監



達
を

必
要
と

す
る

か

ら
､

貸
簡
の

支
沸
ひ

が

行

政

給
付
を

可

能
に

す
る

手

段
と

な

り
､

ま

た
､

こ

の

貨
幣
に

よ

つ

て

物
的
､

人
的
生

産
力

芸
的

嘗
H

に

使

用
す
る

の

で

雪
｡

〝

督

毒
給
付
ク

は

国
家
が

高
権

誓
つ

て

他
の

も
の

墓
任
す
る

琴
合
の

給
付
で

雪
｡

こ

の

接

戦

†

合
に

は

貨
幣
の

第
三

者
へ

の

支
沸
び

自
髄
が

行
政

活
動
で

あ
り
､

行
政

目

的
の

た

め

に

生

産
力
が

直
接
に

要
求
で

れ

る

こ

と

な

く
､

単
に

〔

鞋

司
〕

異
な
る

人
の

問
に

市
場
経
緯
的
給
付
を

移
韓

三
呈
と
を

要

求
す
る

秒

で

あ
る
｡

〔

鼓
5
〕

と

れ

に
つ

い

て

は

同

盲
榛
を

邁
ふ

ピ

グ

ー
､

プ

ラ

イ

デ

ラ

ー

の

囁

分

を

併
せ

蓼
頗
ナ
べ

き

で

あ
る
｡

(

A
.

C
㌧

望
吋
○

亡
〉

A

望
已
y

山

口

冒
g
n

望
日

昌
β
-

¢
N

∞

ち
ー

や
ト

串

雰
三

辰

(

丁
九
四

七

年
)

も

同

賞
蓼
頗
｡

○
-
叶

○

岩
e
i

計
M

β
ロ
訂

∽

訂
P
t

笥
i

r

軒
訂
語

戸

臣

芸
○

賢
丁

､
〆

召
0

賢
ざ
一

浩
○

し

フ

ル

ム

は

貨
幣
給
付

を

さ

ら
に

四
つ

.の
も
の

に

わ

け
る
｡

糾
国
家
が

個
人
の

滑

費
目

的

に

使

用
さ

せ

る

た

め

に

個

人

に

す
る

淡
助

(

q

旨
邑
苧

t

賀
｡

巴
｡

㈹

草
産

目

的
の

た

め

竺
鍵
昏

睡
に

な
き

れ
る

槍
助

金

(

賢

訂
邑
呂
)
｡

的
内

外
債
の

利

彿
ひ

(
N
i

日

給
已

旨

邑
｡

仲
原

併
給
付

(

ゴ
i

け

ま
【

e
i

各
日

口

町
)
｡

さ
て
､

わ

れ

′

～
が

と

り

あ

げ
る

第
三

の

鮎
は
､

二

元

的
交
錯
頗
係
の

量
的
規
定
で

あ
る
｡

ノ

コ

ル

ム

の

主

張
に

よ

る

と
､

若
干
の

制
限

〔
】

苛
6
〕

下
に

お

い

て
､

国
民

所

得
が

市
場
経
済
活
動
を

量
的
に

表
現

し
て

お

り
､

こ

れ

に

た
い

す
る

国
家
給
付
の

量
的
表

現
は

国
家
軽
費
で

あ

る
｡

/

〔

鞋
6
〕

｡

の

静

接
は

次
の

如
く
で

あ

る
｡

国
家
給

付
の

大

部
分

は

直

接
に

市
場

纏

済
や
､

個
々

の

市

民

に

向

け

ら

れ
る

の

で

は

な
い

か

ら
､

国
家
給

付
の

僻
格
灯

よ

る

雪
見

は

考
へ

ら

れ

ぬ
｡

し

た

が
つ

て

市
場

経

済
事
凍
の

ど

と

く

償
柊
園
係

に

よ

つ

て

異

質
的
な

給
付
を

真
偽
し

え

ず
､

た

ゞ

費
用

0

0

の

み

が

国

家
給
付
の

畳
徹

し

う
る

数
字

と

な
る
｡

又

哉

資
に

も

費
用

は

市

場

経
済
で

は

取
壊
的

な

役

割
し

か

も

た

ぬ

が
､

公

経
済
で

は

通

常
､

公

給

ぷ
.

∵
…

…

㌶
㌍
㌶
㍑
㍑
…
…

=
…

叩

門
パ

㍑

∴
…

パ
約
約
約

㍑
㍑
…
約
欄
…

約
約

㍑
…
…

帥

㍑
…
…

㍑

郎
㍊

新
経
済
畢
汲
あ

こ

声
的

腱

済
奴

織

給



封
か

も
､

】

橋

静

叢

軍

事
九

春

草

表

/

の

煩

慮
の

尺

摩
で

あ

る

と

同

時

に

爾

産
御
の

入
り

組
み

の

法

則

的

囲
聯
性
を

し

め

す
べ

き

箕
額
で

も

あ

る
｡

㌧

朗

か
ゝ

る

基

礎
か

ら
コ

ル

ム

k
営
利
経
済
(

給
付
単
位
)

と

資
本
所

有
者
お

よ

び

生

産
者
の

家
計

(

滑
費
畢

位
)

甘
い

ふ

市
場
経
済
的
得

〔

註
7 ■
〕

琴
国
家
機
尉
と

濠

算
と
い

ふ

国
家
茫

臍
的
循
環
の

二

重
の

循
環
過

程
を

え

が

き

出

し

て

ゐ

る
｡

こ

れ

を

え

が

き

だ

す
た

め
に

は

頑

健
制

の

交
錯
す
る

つ

ぎ
の

三

鮎

に

注
目

す
べ

き
で

あ
る
｡

･

印
大

部
分
の

所
得
は

市

場

経
済
過

程
か

㌢
乙

ら

れ

る

が
､

そ

の

中
の

一

部
は

市
場
経

済
の

生

産
物

膳

入
に

使

は

れ

ず

に

公

経
済
に

頚

髄
的
に

徴

革

さ

れ

る
｡

.
の
官
吏
の

俸

給
等
の

ど

と

き
一

部
の

所
得
は

各

艇
済
の

円
か

ら

え

ら
れ

る

が
､

市
場
経

済
生

産
物
の

購

入
に

使

は

れ
る
｡

糾
軍
需
の

ど

と

き

公

経
済
の

常

要
を

充
足

す
る

た

め

に
一

部
の

市

場

経
済
的

企

業
が

括
働

す
る
｡

〔

註
7
〕

コ

ル

ム

は

市
歩

鍵
済
の

給
付
は

滑

費
者
の

有

数
需

要
に
､

公

経

済
の

給
食
は

預

算
項
目

に

し

た

が
つ

て

な

さ

れ

る

か

ら
､

周
家
給

付

組

織
と

預
算
と
を

封

應
さ

せ

る

と
い

ふ
｡

〔

鼓
8
】

コ

ル

ム

は

こ

れ

を

囲
式
化

し
､

数
量
を

以

て

示

し
て

ゐ

る

の

で

あ
る
｡

〔

詮
8
〕

コ

ル

ふ

は

同

書
の

巻

末
に

の

ふ
た

尚
武
を
､

数
字

を

あ
て

は

め

て

詮

明
し

て

ゐ

る

〔

囲
武
略

す
)

｡

す
な

は
ち
､

市
場

経
済
生

産
の

絶
贋

億

(

純
生

産
)

を
一

四

〇

単
位
､

絶
公

給
付
四

〇

単
位
｡

し

か

し

て

両

経

済
姪
御
の

経
絡
付

(

社
食
生

産

物
)

二
ハ

○

単
位
と

す
る
｡

市
場

纏
済
的

金

一

直
の

絶
償
僅
か

ら

物
財
二

〇

単
位
を

公

給
付

資
現
の

た

め

に

使

用
し
､

し

た

が
つ

て

公

給
付
の

純
付

加

は

官
僚
等
の

給
付

(

人

件

費
に

あ

た

る
)

二

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

･

〇

単
位
と
み

七
ゐ

る

桂
で

あ
る
｡

と

く
に
､

こ

の

こ

と

は
一

九
三

六

年
の

当
F
e

当
F

e

｡
H

y

｡
代

り

古

書
c

廿

打
勺
e

邑
i

ぎ
0
の

の

囲
式
を

参
考

に

す

れ

ば

あ

き
ら

か

で

あ

る
｡

し

か

し

な

終

ら
､

】

.
方
､

彼
の

鯉
費
の

国

分

が

明

ら
か

に

し

た

枚
に
､

市
場

経

済
と

並

ん
で

の

淘
自
の

.
給
付

部
分

が

酷

骨
盤

産
物
の

縄
付

加

た
る

摩

べ

き

で

あ
つ

て
､

市
場
経
済
の

た

め

に

す
る

公

給
付

は
､

い

は
ゞ

市
象

経
済
企
業
の

非

費
用

と
し

て

す
で

に

市
場

経
済
的

盆

直
の

申
に

含
ま

れ
て

ゐ



一

､

)吉

る

と

考
へ

る

べ

き

で

あ
る
｡

か

く

考
へ

れ

ば
､

公

給
付

中
の

人

件

費
ほ

市
場

経
済
ど

並

ん

だ

掬

白
の

給
付

客
分

に

箱

庭
す
る

と
み
■
ね

ゼ

な

ら

ぬ

し
､

公

給
付
中
の

物
件

費
ほ

市

場
経
済
に

た

い

す
る

非

費
用

部
分
に

相

應
す
る

と

解
さ

ね

ば

な

ら
ぬ
｡

か

く
し
.
て
､

数
量

減

把

握
の

場

合
に
､

わ

れ
ー

く
に

は

公

給
付
中
の

人

件

費
､

物

件
費
の

霞
別
､

固
有
の

行

政

給
付

と

貸
借
給
付
の

国

別
､

あ
る

ひ

は

経
費
の

目
的

に

よ

る

区

分
､

な

ど
の

陶
の

陶
係
が
､

コ

ル

ム

に

あ
つ

て

は

明

瞭
で

な

く
､

し

た

が
つ

て

差
､

｡

の

後
に

つ

ゞ

く

掴

畏
待

苦
慧
コ

ル

ム

の

雷
も

不

充
分
､

不

明

警
告
､

葛
監
物

晶
畏
得

の

概
念
親

元
の

不

明

瞭

さ

も
､

こ

れ
を

助

長
し

て

ゐ

る
｡

林

発
夫

助

教
授
は
､

内

容
豊
か

な

螢

作

｢

財
政

と

国
民

所
得
の

理

静
+

夢
二

章
で
､

の
組
公

給
付
四

〇

単
位
は

す

で

に

市
場
経

済
か

ら
四

〇

単
位

を

租

検
と

し

て

引

狭
い

て

ゐ

る

の

で
､

社
食
生

産
物

は

二
ハ

○

単
位

で

な

く
､

｢

賂
つ

て

社

食
全

壊
の

生

産

財
の

慣

億

は

公
･

私

両

所
待

合
計

〓
ハ

○

単
位
か

ら
こ

の

費
用
四

〇

単
位
を

拉

除
し
､

最
終
盤

産
物

的

用

役
の

償

償
二

〇

単
位
を

付

触

す
る

こ

と

に

よ

つ

て

算
定
き

れ

ね
ば

な

ら

な

い

｡

+

と
い

は

れ
､

ま

た

｢

こ

の

見
地
か

ら

す
れ

ば

社
食
生

産
物
は
コ

ル

ム

の

計

算
よ

り

は
る

か

に

過
少

評

供
さ

れ

る

が

如

く

に

み

え
､

ま

た

公
共

経
済

(

政

府
)

は

無

用

な
る

布
衣
の

ど

と

く
み

え

る

が
､

供

し
て

き

う

で

は

な

い

｡

+

(

4 6

貢
)

と
い

は

れ
そ

の

漫

由
を

籠

明

す
る
｡

.
ま
た
､

拘
最
終
盤

産

物
と

み
■ら
れ
る

べ

き

公

共
サ

ー

ヴ

ィ

ス

と

政

府
人

件

費
､

中

間
財

と
み

ら

れ
る

べ

き

公

共
サ

ー

ヴ

ィ

ス

と

政

府
物

件

費
と

を

封

應
隋
係
を

も
つ

も
の

と

考
へ

て

ゐ

る

鮎
+

(

47

膚
)

■
が

問
題
と
な

り

｢

生

産

要
因
と

し

て

の

公

共

給
付

以

外
の

オ
ペ

て

の

公

共

給
付
を

国
民

所
得
に

射

す
る

雑
件

加

と
み

て

し

ま
ふ

こ

と
の

非

妥
首
位
も
こ

の

種
の

も

ん

だ
い

の

一

壌
と

し

て

検
討

す
る

べ

き
で

あ

ら

う
｡

+

(

4 7

貫
)

と

い

は

れ
て

ゐ

る
｡

弟
二

の

批

判
鮎

に

隣

し

て

は

駄
述
の

ど

と

く

充
分

納

得
の

ゆ
.
く

も
の

で

あ

る

が
､

欝
一

の

故

郷
鮎

に

陶
し

て

は
.

社

食
生

産
物
､

国
民

所
得
の

概
念
を

わ

れ

7
1
が

も
つ

と

明

輝

に

把

握
し

た

と

漣

充
分
理

解
し

う

る

も
の

と

な

ら

う
｡

〇
･

昌
e
i

賢
｡

J

P

2

〇
･

こ
巴
5
･

で

は
､

コ

ル

ム

の

見

解
の

■
批

判

と

整
理

を

志
し

て

お

㌔

ま
づ

形

式

的
に

は

の
コ

ル

ム

が

国
家

給
付

組

織

と

鞄

算
と

封

應
さ

せ

て

ゐ

る

の

に

尽
し
､

プ

ラ

イ

デ

ラ

ー

ほ

国

家
の

家
計

と

官
僚
の

家
計

と
を

封

應
さ

せ
､

拘
｡

ル

ム

が

赤
線
で

も
つ

て

機

関
経

済

的

儲

域
を

い

は

ゞ

内
容
的

に

示
し

て

ゐ

る

の

に

度
し
､

プ

ラ

イ

デ

ラ

ー

は

所
得
の

移
ヰ
､

使
用

忙

注

目
し

て

符
環
固

式
を

作

成
す
る

(

9 4

吾
｡

･

し

お

新
顔
済
畢
汲
の

二

元

的

経

済
組

織
静



′

b3

一

橋
■
論

叢

葬
二

十

九

春

希
一

凍

､

か

し

て

同

三
旨
の

宿
意

面
式
か

ら

し

て
､

誓
生

産

物

額

三
〇

単
位
を

拇

静
し

て

ゐ

る
｡

し

か

し

て

彼
は
1

ル

ム

の

餅
得
計

算
方
津

を

批

判
し
､

朗

彼
自

身
の

計

算
方

法
に

よ

り
､

コ

ル

ム

の

欝
-

固
式
か

ら

酷

骨
盤

産
物

三
〇

単
位
､

撃
一

の

賦
式

か

ら

〓
ハ

○

単
位
を

算
出
し

て

ゐ

る
(

1 0 0

吉
｡

､
ゎ

れ

7
＼

は

今
プ

ラ

イ

ア

ラ

ー

の

囲
式
や

所
得
計

算
法

は
､

コ

ル

ム

の

そ

れ

七
共

に

立

ち

入
る

い

と

ま

は

な
い

が
､

要

す
る

に

国
民

所
得
､

社

食
生

産
物

に

た

い

す
る

は
つ

き
り

し

た

概

念
親

定
の

上

に

立
つ

て

現

代

所
得
埋

静
の

渡

歩
か

ら
､

も
う
一

皮

同
店
を
み

な
ほ

す
べ

き
で

あ

ら

う
｡

〓

ハ

ン

ス

･

リ

ッ

チ
ェ

ル

〔

鞋
⊥
〕

ハ

ン

ス

･

リ

グ

チ
エ

ル

は

｢

ザ

ッ

ク

ス

租
税

論
の

終
焉
+

(

一

九
二

木

年
)

で

自
己

の

系

譜
的
地

位

を

示

し
､

｢

国
家
脛

韓
と

課
税
の

理

〔

註
2
〕

静
+

(

一

九
二

五

年
)

で

一
は

財
政

単
に

封
す
る

計
己
の

立

場
を

確
定
し
､

あ

ほ

せ

て

課
税

理

論
に

貴
重

た

貢

献
を

な
し

た

が
､

シ

ャ

ン

ツ

記

念
論
集
に

お

け
る

寄
稿
論
文
で

は

国

家
経
済
､

お

よ

び

国
家
経

済
と
一

般
軽

臍
と
の

聯
働
､

を

類
型

的
に

論
じ
､

さ

ら
に

そ

の

現

質

的
歴

〔

鼓
3
〕

史

的
展
望

を

な
し
､

び

ろ
い

意

味
恐

の

二

元

的
蜜

韓
絶

技
論
の

歴
史
的
研

究
を

な
し

て

ゐ

る
｡

し

か

し
て

以

下
に

祐
介
す
る

｢

共

同

経
緯

､

･
と

資
本
主

義
市
場
経
済

1
二

元

的
脛
層
秩
序
の

認
識
の

た

め
に

ー
(

.
完
三

左
)
+

日

昌
払

巴
潔
E
)

G

告
賢

各
什

邑
邑

呂
良

材
p
H

普
巴
i

邑
功

臣
①

巳
p
l

村
t

弓

告
旨

訂
f

汁

甲
-

1

守
訂
呂
t

n

訂

計
り

ぎ
巴
i

邑
払

○

訂
ロ

W
小

ユ
琶

訂
冨
O

a
日

昌
甲

-

巴
-
一

こ

そ

は

二

元

的

軽
臍
粗
放
論
を

現

代

資
本
主

義
経

済
飽
和
､

お

よ

び

財
政
の

根
本
問
題
解
明
の

基

礎
理

論
と

し
て

正

面
か

ら

取

扱
は

ん

と

す
る

も
の

で

串

〔

鞋
4
〕

る
｡

¢

,

〔

苧
〕

H
.

河

旨

旦
N

旨
A

訂
O

E
亡

昌

㌻

ぎ
∽

計
芸
t

e

邑
0

首

筐
日
○

ロ
e

㌣
賢
ぎ
け

こ

渾

〔

鞋
2
〕

声

望
胃
F
-

〉

き
e

｡

計

計
り

S
t

P

芸
各
t

空
泣

き
呂
d

官
賢

芸
2
日

甲

声

昏
e

き
害
甘
d
¢

誌
-

臣
訂

皇

宮

邑
t

呂
d

邑
雪
白
e
i

ロ
O

S
t

e

仁j
e

ユ
e

F
ヨ
W
.

-

¢
N

h
.



〔

註
3
〕

芦

空
広

告
-

〉

N

昏

巧

訂
○

ユ
由

計
1

∽

す
P

ど
司
-

ユ
岩
-

呂
f

臣

臣
e

甲

同
日
t

d

ユ
口

付

F
口

篭
∽

t

已
昌
〉

句

鎮
t

粥
p

訂

詮
1

P

く
■

S
ロ

ビ

P
ロ
N
-

-

¢

N

声

同

種
の

給

迷

は
シ

テ
モ

ラ

ー

年

報
一

九
二

五

年

所
収
の

G

針
巴

富

農
∽

富
戸
e

日

昌
β

日
日
t

旦
巨
石
的

邑
已
昌

計
り

∽

訂
p

訂

旦

旨
旨
a

声

に

も

み

ら

れ
る
｡

【

鼓

■4
〕

最
近
の

問
題
を
･
若
干

と

り

入

れ
て

こ

の

事
物
の

内

容
を

再
静
し

た

静
文

が

若
干

あ
る

が
､

か

1

る

新
論

文

に

お

い

て

も

リ

ッ

チ
ュ

ル

の

見

解

の

本
質

的

部
分

は

奉
仕
が

な

い

の

で

と

く

に

紹

介
す
る

こ

と

を

と

ゞ

め
る
｡

H

ヒ
¢

勺
ユ
日
N
山

甘
e

ロ

d
e

H

警
p
p

す
d
ユ
H

訂

臣
民
t
-

句
i

P

㌍
ロ

?
A

岩
E
く
､

-

漂
卜

お

よ

び

U
P
∽

弓
｡
S

昌
d
e
M

空
P

p

訂

邑
r

す
｡

F

乳
汁
-

-

諾
〇
.

は

主

と
し

て

こ

の

書
物
の

三

つ

の

問
題
(

後

出
)

の

中
の

最
初
の

二

つ

お

よ

び

/

財
政

類

型
を

論
じ

た

〔

鞋
3
〕

の

静

文

と

同
一

問
題
を

取

故

ひ
､

静

文

D
i

e

勺
ユ
日

乳
首
e

ロ

倉
W

H

G
e

日
e
山

口

旦
【

訂

旨
P

弟
-

諾
○

(

後

出
､

〔

箆
8
〕

参

照
)

は
こ

の

春
物
の

弟
三

の

問
題
の

一

部
と

同
一

課

題
を

静

じ
て

ゐ

る
｡

彼
は

俸

溌
的
た
ゲ
マ

イ

ン

シ

ャ

ラ

ー

と
ゲ

ゼ

ル

シ

ヤ

フ

ー

と
い

ふ

下
イ

ツ

観
念
論
的
社
食
敏
上
の

封

立
に

息
ひ

を

致
し
､

現

箕
の

親
髄

■0
0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

経
緯
を

資
本
主

義
的
市
場
寮
韓

-
こ

れ

は

交
換
社
食
に

具
現

-
と

共

同
経
緯

-
こ

れ

は

国
家
脛
蹄
に

具
現

-
と
の

二

元

的
封
立

交
錯
の

場
と

し
て

把
挺

す
る
｡

い

ほ

ゞ

資
本
主

義
的
な

も
の
､

市
場
脛

韓
的
た

も
の

と

眞
向
か

ら

封
立

す
る

共

降

経

済

的
な

も
の

を

純
粋

に

迦

念
的
た

形
で

わ

れ

′

～
の

目

前
に

も

ち

き

た
り
､

雨
着
の

封

立

性
を

徹
底
的
町

究
め
､

そ
の

上
で

現

代
の

現

賢
の

脛
綺
を

こ

の

雨
着

の
■
交
錯
を

通

し
て

解
明
し

よ

う

と

す
る

の

が

ハ

ン

ス

･

プ
ッ

チ

ュ

ル

の

根
本
潜

慶
で

あ

る
｡

リ

ッ

チ
ェ

ル

は

二

元

的
靂

蹄
諷

絞
論
に

つ

い

て

次
の

三

つ

の

問
題
を

掟

起

す
る
｡

す
な

は

ち
｢

…

…

糾
ど

こ

ま

で

国
家
経

済
が

共

同

経
済
健

制
と

し
て

現

わ

れ
る

か
｡

の
次
に

共

同

経
済
が

国
家
経

済
と
し

て
､

資
本
ま

義
的

市

場
経

済
と

い

か

な

る

灸
錯

腐
係
k
お

い

て

展

開
す
み

か
｡

糾
最
後

に

一

元

的

我

序
の

可

能

性
の

問
題
､

蓼
透

す
る

共

同

鍵

済
韓
別
の

限

界
と
そ

の

.⊥

暦
の

展

開
の

掩
向

と

形

式
の

同

率
…
:

+

(

3

貫
)

で

あ

る
｡

以

下
､

3 7

こ

の

主
つ

■の

問

題
に

つ

い

て

の

リ

ッ

チ
ェ

ル

の

主

張
を

み
よ

う
｡

新
経

済
畢
故
の

二

元

的

鍵
済
組

織

静

･
▲

-

ノ･l
r



/
卵

】

橋
.
論

叢

.
欝
二

十

九
春

希
一

蚊

蔑

二

の

問
題

竺
一

元

的
経
緯
粗
放
論
の

構
造
に

即
し
て

い

へ

ぼ

二

元

的
封
立

論
の

問
題
で

あ

る
｡

■

す
な

は

ち

国
家
経
緯
を

固
有
の

遼

寧
題

儲
制
と
し

て

認
識
す
る

こ

と
で

あ
り
､

そ

の

た

め
に

国
家
躍
鋳
の

構
造
､

原

層

と
､

資
本
主

義
的
自
由
市

場
経
済
の

構
造
､

原
理

と
の

一

連
の

比

較
に

ょ

つ

て
､

国
家
癒
済
の

特
性
を

い

は
ゞ

イ

デ

ア

ー

ル

に

え

が

き

だ

す
｡

そ

し

て

他
た

ら
ぬ

国
家
案
韓
に
■
お

い

て

甘

同

産
臍
蹟

御
の

本
質
的
な

も
の

が

含
ま
れ

て

ゐ

る

こ

と

を

み

と
め

る

の

で

あ

る
｡

彼
は

非
常
に

見
事
に

そ

の

封

立

を

え
が

き

だ

し
､

共

同

軽

臍
の

理

〔

註
5
〕

念
と

本
質
と

モ
把

起

す
る
｡

｢

共

同

茫

臍
と

資
本
主

義
市
場
賂

韓
+

の

六

六

貫
-
六

七
頁
に

国
家
経

緯
と

自
由
市
場
控

臍
と
の

封

立
が

紙

路
さ

れ
､

囲
式
化
さ

れ

で

ぉ
る

の

で

こ

れ

を

示
さ

う
｡

0

0

0

0

0

〔

鼓
5
〕

彼
の

封
立

位
や

交

錯

性
の

え

が

き

出
し

方
が
､

あ

ま

り

に

も

見

事
に

な
さ

れ

て

ゐ

る

こ

と

は
､

一ワ
ン

ダ
ワ

ー

(

声
H

b

邑
P

琵
【

の

A
【

旨

ぎ

宗
H

哲
N

藍
色
笠
0

日

胃
F

巳
什

呂
み

哲
N
i

巴
勺
○
-

≡
灯
-

-

諾
い
.

で

の

㌢

プ

チ
ュ

ル

専
評
)

l

ァ

モ

ン

(

A
一

A
日
○

巳
】

の

S

各
日
○
-
-

e
r

こ
P

F

ぎ
c

g
-

岩
山
.

で

の

リ

ッ

チ
ユ

ル

書
評
)

が

ひ

と

し

く
の

べ

て

ゐ

る
｡

∫

市

場

経

済

国

家

経

済

の
融
合
結
合
の

種
窮

の
欲
撃
の

種
弊

の
志
向
の

種

類

ゲ

ゼ

ル

シ

ャ

フ

ト
｡

(

交
換
社
昏
的
､

貨
幣
に

よ
る

結
合
｡

)

個
別
欲
望

肖
R

利
心

ゲ
マ

イ
ソ

シ

ャ

フ

ト
｡

(

共
同
祀
脅
駒
､

血
に

よ

る

結
合
)

純
粋
共
同

祀
昏

欲
望
お

よ

び

参
輿
的
共
同
社
食
欲
望
｡

〔

国
家
の

存
立

に

よ
つ

て

輿
へ

ら

れ
る

共
同
敢
骨
の

維
持
萄
畏
と

い

ふ

目

標
か

ら

客
観
的
共
同
祀
昏
欲
望
が

生
ず
る
｡

そ

し
て

そ

れ
は

職
責
を

に

な

ふ

国
家
筏
闘
や

国
民
に

主

観
的
に

感
ぜ

ら

竹
る
｡

ま

た

共
同
政
昏
は
つ

ね
に

全
鰹
の

両
班
を

考
へ

る

か

ら
､

敢
骨
的
忙

重
要

な

る

個
別

欲
望
に
た

い

し
､

そ
の

充
足
に

参

興
す
る
｡

(

蓼
輿
的
共
同
祀
合
歓
望
)
〕

共
同
心
､

犠
牲
的
精
神
､

服
従
心
｡

(

共
同

心
か

ら
国
家
経
済
に

お

け

る

強
制
の

意

義
が

明
か

と

な

る
｡

い

は
ゞ

共
同

饅
の

か

す
が
ひ

で

あ
る
｡

個
人

は

あ
た

か

も

共
同
心

を

も
つ

ご

と

く
強
制
さ

れ
る
｡

こ

れ
は

外
部
に

む
か

ふ

と

き
は

赤
裸
々

な

自
制
心

と

な
つ

て

鶉
は

れ

る
｡

■
帝
国
主

義
!
)

.

恥



印
経
済
蓬
行
の

種
類

a

経
瞬
遊
行
の

原
理

b

手

段
調
達
の

原
理

e

手

段
使
用
原
理

イ

物
財
へ

の

支
沸
ひ

ロ

労
務
へ

の

報
酬

阿
経
済
構
造
の

種
察

a

所
有
秩
序

b

構
成

e

分

業

d

経
済
方
法

内
接
術
の

種
演

技
循
の

政
治
的
祀
禽
的

秩

序
に

た

い

す

る

意

義
｡

凸
フ
.
3

営
利
原
則
｡

動
態
的
資
本
主

義
的
市
場

経
済
｡

報
償
性
｡

給
付
野
反
封
給
付
｡

第
一

義

の

纏
済

原
則
(

二
疋

手
段
で

最
大
の

敵

兵
を

あ
げ
る

原
則
)

｡

第
一

義
の

経
済
原
則
･ ｡

報
償

原
則
(

ど
F

日
)

｡

保
障
原
則
(

た

と

へ

ば

災

害
､

老
後
の

と

き

く
①

邑
c

F
e
･

2
日

的

名
ユ
ロ
N

音
)

賃
銀
関
係

(

努
蕃
調

達
の

と

き
)

私
有
分
散
的
経
済
結
合
｡

作
用
聯
閑
｡

鐸
力

的
｡

自
由
｡

任
意
｡

自
由
｡

無
政

府
的
｡

無
計
書
的
競
寧
経

済
｡

進
歩
的
｡

生

産
技
術
｡

労
働
者
の

生

整
的
労
働
手
段
に

た
い

す

る

鞄
位
如
何
が
､

市
場
経
済
的
交

換
故

督
に

影
響
を

も
つ
｡

欲
求
充
足
原
朗
｡

静
態
的
欲
求
充
足
経
済
｡

犠
牲
原
則
｡

兵
役
義
務
､

嗣
祝
義
務
｡

第
二

義
の

経
済
廉
則
(

一

定
目

的
を

最
小

手
段
で

な

す

原
則
)

｡

第
一

義
の

経
済
原
則
｡

生
計
原
則
(

の
･e
訂
-

t

)
｡

配
慮
原
則
(

く
e

書
式
呂
粥
∽

首
邑
邑
｡

官
僚
麒

係
｡

共
有
集
中
的
個
別
経
済
｡

目

的
構
成
鰻
｡

官
僚
的
｡

支
配

的
｡

有
機
的
｡

計
葦
経
済
｡

確
固
た

る

国
家
預
算
に

規
制
さ

る
｡

進
歩

的
｡

破
壊
技
術
(

戦
争
の

た

め
の
)

｡

進
歩
的
破
壌
的
生
産
技
術
(

破
瑳
手

段
の

生
産
技
術
)
｡

進
歩
的
交
通
技
循
｡

人
間
の

武
器
に

た

い

す
る

地
位
が

決
定
的
に

社
曹
的
秩
序
に

影
響
す

る
｡

す
な

は

ち

破
壊
技
術
の

意
味
が

重
大
た
｡

た

と
へ

ば

騎
士

除
は

封
建
秩
序
に
､

傭
兵
除
は

絶
野
生

義
秩
序
に
､

兵

役
義
務
は
デ

モ

ク

ラ

シ

ー

に

結
び
つ

く
｡

･
マ

ル

タ

ス

の

労

働
者
の

生
産
手
段
に

関
す
る

関
係
｢

宇

押
革
の

政
督
が

封
建
領
主
の

前

鍵
條
件
甘

あ
り
､

義
気
磨
粉
の

政
禽
が

資
本
家
の

前
提
疇
件
で

あ
る
｡

+

と

い

ふ

考
へ

方
ほ

朗

市
場
経
済
の

餞
域
に

の

み

妥
普
｡

〔

註
6
〕

新
顔
済
孝
次

竺
一

元

的

経

済
覿

磯

静

∴

､+＼
+

■.r
ノ



04

∴

■ノ
づ

涼

一

棟
･

静

叢

弟
二

十

九

春

希
一

撃

〔

菅
〕

木

材

元

表
授
は

か

主
イ
デ

ア

ル

テ

ィ

ブ

ス

的
な
漸

孟
的

方

慧
持
異
に

た

い

し
､

軍
容
な

率
列
を

な

さ

れ

て

雷
芸
こ

れ

基
讐

卯

れ
た

い

｡

(

〝

財

政

単
級

静
ク

琴
一

章
第
三

節
)

リ

ッ

チ
ェ

ル

は

か

う

要
約
し
て

ゐ

る
｡

｢

…
…

か

く
て

わ

れ

7

～
は

あ
ら

ゆ

る

鮎

で

根

本
的

置

別

卑
見
つ

け

出
し
､

わ

れ

′
1
を

し

て

国
家
経
済
の

内

に

共

同

経
済
鱒
制
を

み

と

め

さ

せ

る

｡

と

を

正

首
な

ら

し

め
る
｡

た

三
つ

の

重

要

な
る

原
則
の

適
用

に
■さ
い

し

て
一

致

す
る
｡

す
な

は

ち

共

同

経
済
と

市
場

経
済
の

爾

軽
部
は

と

も

拝

顔
済
原

則
の

下
に

ち
る

と

い

ふ

こ

と

で

あ
る
｡

こ

れ
な

く
し

て

は

あ
ら

ゆ

る

比

較
と

整
序
は

な

苦

れ

え
ぬ
｡

…
･

⊥
(

67
首

C

と
｡

リ
ッ

チ

. ユ

ル

の

第
二

の

問
題

竺

完
的
経
緯
組
織
論
の

中
の

二

元

的
交
錯
論
の

問
題
で

あ

る
｡

す
な
は

ち
以

上
の

ど

と

く

純
粋
に

理

念

形

的
に

考
へ

ら
れ

る

哉

同

産

鋳
と

し
て

の

国
家
経
済
が
､

具
鎧

的
に

い

か

な
る

形
潜
を

と
つ

て

現
は

れ
､

ま
た

そ

れ
が

資
本
主

義

的
市
場

経
緯
と
い

か

な

る

交
錯
脚
係
に

あ
る

か

を

砕
定
す
る

問
題
で

あ

る
｡

一

リ

ッ

チ
ェ

ル

に

ょ

れ

ぼ

国
家
経
済
(

或
は

そ

こ

に

具
現
さ

れ
る

政

治

秩
序
)

と

資
本
主

義
市
場
寮
韓
と
の

闘
係
は
､

唯
物
史
観
に

み

ら

0

0

0

0

0

れ

る

や
う

な

農
本
主

義
市
場
控

療
の

一

方
的
制
約
で

は

な

く
､

脛
韓
段
階
が

異
な

る

に

し

た
が

つ

て
､

そ
の

と

き
ム

＼
に

市
場
磨
韓
の

條

0

0

0

0

件
に

連

合
的
な

政

治

形
嶺
が

存
立

す
る

の
■
か
､

或
ほ

岩
適

合
〝

た

政

治

形
態
が

存
立

す
る

の

か

と
い

ふ
､

い

は

ゆ
る

適
合
願
係
凌
の

で

ぁ

る
｡

し

か

し
て

か
ゝ

る

適

合
尉
係

を

三

つ

の

類
型

に

わ

け
､

前
資
本
主

義
市
場
渾

蹄
お

よ

び

後
資
本
主

義
市
場
控

臍
で

は

政

治
秩
序
は

市
場
経
緯
の

條
件
に

〝

適

合
せ

ず
〝

J

資
本
主

義
市

場
窯

韓
に

お

い

て

の

み
､

そ

れ
に

適

合
し

た

自
由
席
重

宝

義

約
数

拾

形
態
が

存
す
と

す
る
｡

し

潅

が

つ

て
､

｢

国
表
露

痺
(

或
は

政
治

秩
序
)

は

宗
達

倉
で
■
ぁ

る

限
り
､

明

か
に

資
本
主

義

的
市
場
経
緯
に

供
件
づ

け

ら

れ

る

も
の

で

ほ

た
い
｡

+

(

7 4

苦
か

ら
､

現

代
の

ど

と

く
主

と

し
て

後
資
本
主

義
的
不

適

合
の

段
階
の

場
合
に

は
､

国
家
粧
綺
の

璃
自
性
の

▼

▲

.哲



/

程
度
を
､

そ

れ
が

賓
現

し

て

ゐ

る

偶

芸
領
域
に

つ

い

て

具

鰻
的
に

検
討
す
る

こ

と
が
､

二

元

的
交
錯
願
係
を

静
ず
る

こ

と
ゝ

な

り
､

か

つ

ま

た

現

賢
の

絶

曙
経

瞭
の

様
瀾
を

み
て

ゆ

く
こ

と
ゝ

た

る
｡

す
た

偲

ち
､

国
家
的
固
有

給
付
脛

臍
お

よ

び

国
家
的
滑
費
経

緯
､

国
家

的

生

産
経
済
､

(

こ

れ

は
さ

ら
に

五

つ

. の

も
の

に

わ

か

れ

る
｡

(

イ
)

国
家
的
自
己

生

雫
(

こ
公

的
施
設
｡

(

〇
公

企

菓
｡

(

こ

)

営
利
企

業
｡

(

ホ
)

礪
占

企
業
｡

)

囲
家

的
賦
課
経
済
､

国
家
的
公

債
脛
臍
､

国
家
的
統
治

経
済
､

が

そ

れ

～
l
･

l

異
な

る

程

度
と

異
な

る

両
で

濁
自
性
を

も

ち
■つ
ゝ
､

資
本
主

義
市

場
経
済
と

交
錯
し
て

ゐ

る

の

で

あ

る
｡

■

さ
て
､

第
三

の

間
層

竺
鰻
経
済
粗
放
と
い

ふ

も
の

竺
元

的
な

も
の

で

曽
ソ
､

ま

空
の

り

う

る

か
､

と
い

ふ

こ

と
を

中
心

に

し
て

ニ

〔

詫
7
〕

元

的
脛
韓
組

織
論
の

安
督
性
を

検
討
す
る

こ

と
で

あ

る
｡

〔

註
7
〕

こ

の

間
煙
が

前

述
せ

る

リ

ッ

チ
ュ

ル

の

二

つ

の

問
題
よ

り

多
く

静

議
さ

れ

る

の

は

問

題
の

性

質
上

わ

か

苧
き

つ

た

こ

と
で

雪
｡

例
へ

ば

本

論
文

本
節
の

〔

鞋

胡
〕

で

の

べ

た
､

ラ

ン

ダ

て
の

批

判

は
､

リ

ッ

チ

ェ

ル

の

共

同

鹿

骨
〝

土
方

静
″

銃

剣
の

洩

再
を

簸
じ
て

い

る

が
､

ア

モ

y

は

一

タ

ブ

チ
ュ

ル

竺

完
静
が

妥

嘗
す
満

と
小

ふ

緒

論
に

勤

し
､

そ

れ

を

打
ち

克
ち

難
い

程
の

見

事
な

基

礎
.

つ

け

に

よ

つ

て

な

き

れ
た

も
の

と

考
へ

て

ゐ

る
○

彼
は

資
本
主

義
的
市
場
脛

韓
の

二

空
琶
是
非
に

つ

い

て
､

最
も

徹
底
し

た

自
由
主

義
､

個
人
主

義
の

時
代
で

も

資
本
主

義
的

の

二

空

霞
貫
徹
さ

れ

た
こ

と

な

く
､

鷺
二

次
大
戦
後
の

国
家
経
済
の

増

大
の

現

賓
を

み
れ

ぼ

さ

ら

に

乙

れ

が

通

常
で

な
い

と

が
.
わ

か

る

と
い

ふ
｡

､

彼
は

共
同

経
臍
の

一

元

論
の

是

非
に

つ

い

て
､

こ

れ

株
市
場
経
済
の

完
全
な

る

除
去

を

前
掟
と

し
､

生

産
か

ら

最
終
滑

費
に

至

転
封

的
中
央
集
権
主

義
を

前
捷
と

す
る

も
の

と

考
へ

､

マ

ル

キ

シ

ズ

ム

､

を
の

他
の

敢
倉
主

義
､

ポ

ル

シ

J

グ
イ

ズ

ム

等
を

批

W

新
経

済
畢
耽
の

三
元

牌

経
済
組

織
静

･

ノ

4 J

と



24

】

穂

静

眉

第
二

十

九

巻

√
一

鍵

【

蔑
8
】

列
し
､

-
彼
の

普
遍
主

義

的
な

敏
鮎
か

ら

ー
さ

ち
に

現

資
に

も

共
同
経
緯
一

元

論
は

存
在
し

な
い

と
説
く
｡

〔

註
8
〕

現

付
に

お

け

る

共

同

療
済
一

元

論
の

可

屈

性
や
､

類
型
､

特
色

な

ど

に
つ

い

て

は

ヴ

ュ

デ

ィ

〆
ン

編
社

食
政

策
草
食
誌

新

撃
一

(

声

W
e
･

臣
i

g
｡

ロ
ー

亡

巳
e

蒜

g
ぎ
ロ

g
e

日

昌
…
｡
N

監
e

ロ

G

邑
P
-

F
ロ

的

計
H

弓
訂

訂
q

訂
旨
｡
r

旨
亡
口

叫

こ
巴
〇
.

)

所
牧
の

リ

ブ

チ

ユ

ル

の

静
文

ロ
i

¢

勺
ユ
日

巴
･

首
岩

.

日

計
【

G
e

日
e

訂

旦

旨
の

け

p

許

容
照
｡

川
か

く

し

て

共

同

経

済
と

市
場
経
緯
と
の

二

元

論
に

つ

い

て

ー
平
凡
で

は

あ

る

が

!
次
の

ど

と

き

結
論
を

下

す
｡

｢

わ

れ

～
1

は

今
ま

で

近

代
経

済
盈

清
は
た

三
一

元

的

経
済
粗
放
の

形

式
で

の

み

存
在
し
､

ま

た

絶

鯉
経
済
は
一

方

に

お

い

て

合
理

的

で

あ

㌣

経

済
的

で

あ
り
､

他

方
に

お

い

て

徒
食
的

で

あ
∽

藍
ハ

同

髄
的
で

あ

る

た

め

に

は
､

か
▲

る

二

元

論
は

不

可

飲
の

も
の

で

あ
る

と
い

ふ

こ

と

を

み

て

き

た
｡

こ

の

二

元

静
の

内

部
で

は

共

同

経
済
と

市
場

鮭
漁
と
は

異
つ

た

蓼

輿
を

滋
し
､

異
つ

た

括

蓼

領
域
を

溝
た

し
､

異
つ

た

尺

度
を

も
つ

て

穀

倉

秩

序
の

絶
煙
像
に

影
響
を

及
ぼ

し

う

る

の

下

あ
る
｡

+

(

1 4 1

貫
)

/

リ

ッ

チ
ェ

ル

は

共

同

経

済
的
傾
向
が

市
場
経

済
朗
な

も
の

を

漸
次
克
服
し
て

ゆ

く

傾
向
が

あ

る

と

考
へ

､

ま

た
､

個
人
の

自
由
の

蟄

展

と
､

個
人
の

全

焼
へ

の

責
任

を

同

時
に

成
就
し

う

る

や
う

な

祀

合
秩

序
を

二

元

論
こ

そ

が

異
に

作
り

う

る

の

だ

と

考
へ

る

の

で

あ

る
｡

一

三

コ

ル

ム

､

リ

ッ

チ

ュ

ル

の

二

元

的
経

緯
親
機
静
の

特
色

っ

ぎ

に

わ

れ

く
は
､

雨

着
の

封
立

的
な

面
の

若
干

を

列

馨
し

て

雨
着
の

特
色
を

簡
単
に

示
さ

う
｡

ま
づ

繭

者
の

問
に

は

問
題
提

起
■に

さ

い

し

て

境
木
約
諾

向
が

差
異
し
て

ゐ

る

こ

と

を

達
目

す
べ

き
で

あ
る
｡

コ

ル

ム

に

あ
つ

て

は

二

元

的
靂
痺
組
織
論
の

問
題
は
､

本
衆
説

0

0

貸
の

絶
懐
経
緯
の

複

雑
な

る

様
相
を

二

元

的
経

緯
組

絨
の

交
錯
脚
係
か

ら

解
明

し

よ

う

と

す
る

も
の

で

あ
り
､

二

元

的
経

済
観

続
の

規

資

0

0

0

0

0

的
交
錯
願
係
が

樹
心
の

中

心
を

な

す
｡

こ

れ

に

反

し

リ

ッ

チ
ェ

ル
.
は

現

資
の

親

健
脛

臍
の

背
後
に
､

純
粋
に
､

理

念
型

的
に

封
立

す
る

二

4 β

＼



0

0

0

0

0

0

つ

の

経
済
組
放
を

み
ょ

う
と

す
る

も
の

で

あ

り
､

二

元

的
経

緯
組

額
の

本
質
的
封

立

性
が

彼
に

主
ノ

て

は

本
意

的
な

供
奉
問
題
と

た

る
｡

こ

の

や

う

た

根
本
志

向
の

相

異
に

着
目

す
る

と
コ

ル

ム

と
リ

ッ

チ

孟
の

立

場
な

い

し

態
度
が
ー

應
は

う

た

づ

か

れ

る
｡

す
た

は

ち
､

コ

ル

ム

は

あ

く
ま
で

経
済
融

合
の

現

質
的
甜
係
の

中
に

と
ゞ

ま
つ

て
､

そ

こ

か

ら

二

元

的
経

済
組

絨
論
を

構
成
し

て

ゆ

か

う

と

す
る

方
法

的
態

度
を

も

ち
､

さ

ら

竺
元

的
経
済
観

蚊
の

本
質
性
の

問
題
や
､

質
的

琴
曾

的
必
然
性
の

問
題
に

た
い

す
る

廣
汎

考
紅

倉
畢
的
問
題

を

断

念
し
一

途
に

富
理

論
的
問
題
を

迫

誉
ノ

る

も
の

で

あ
り
､

リ

ッ

チ
ェ

ル

は

硯

質
的
臍
係
の

背
後
に

い

は

ゞ

ア

プ

リ

オ

リ

ー

的
な

概

念
と

し
て
､

下

イ

ツ

観
念

論
胡
た

国
家

撃
よ

り

す
る

チ
エ

ー

ス

的
ゲ

マ

イ

ン

シ

ヤ

フ

ー

と
ゲ

ゼ

ル

シ

ヤ

フ

ー

と
の

封
立

を

息
び

う

か
べ
､

か

ゝ

る

い

は

ゞ

イ

デ
ア

一

芸
も
の

を

以
て

現

箕
に

迫
つ

て

ゆ

き
､

さ

ら
に

財
政

画
題
の

祀
合
畢
的
解
明

か

ら

財
政

畢
の

根
本
的
構
成
掠

理
の

解
明
に

迫
つ
.
て

ゆ

く
の

で

あ
る
｡

線
懐
靂

臍
の

中
に

市

場
経
済

的
な

も
の

と

字
b

ん
で

国
家

産
済
を

濁
自
た
も
の

と

し

て

認
め

る

根
本

的
基

準
と

し
て

コ

ル

ム

ほ

隣
家
給

付
の

強

制
性
､

或
は

そ

の

オ

ル

ガ
ノ
､

カ

ラ

ク

ク

ー

に

求
め
､

リ
ッ

チ
ュ

ル

は

社
食
構
成
原
理

や

欲

望

穣

類
の

特
異
性
に

求
め
て

ゐ

る
｡

ま

た

国
家
経

済
を

も

含
め

た

国
民

経

臍
全

髄
の

循
環
あ

至
ひ

は

蟄
展
の

様
相

を

二

元

的
脛
臍
粗
放
の

交
錯
を

通
し

て

痍

高
に

概
執
す

る

た
め

に
コ

ル

ム

は

(

困

蓋
費
)

と

国
民

所

得
と
い

与
量
化

-

-
等
質
化

-
し

う
る

概
念
を

使
用
し
て

A

轟
の

展
望
を

試
み
て

ゐ

る

が
､

リ

ッ

チ
ュ

･

ル

に

あ
つ

て

は

彼
が

国
家
澄
碑
お

よ
■
び

資
本
主

義
市
場
脛

韓
に

共

通
で

あ
る

と

考
へ

る

経
済
性
の

概
念
を

の

ぞ

く

外

は
､

両

経
済
の

活

動
は

異
質
的
な
も
の

と

し

て

考
へ

､

単
に

紙
鰻
経

済
内
に

お

け
る

国
家
靂
済
の

個

芸
領

域
の

資
本
主

義
市
場
軽
臍
と
の

交

錯
麟
係
を

叙

彗
ノ

る

に

と
ゞ

ま
つ

て

ゐ

る
｡

し

た

が

つ

て

璽
的
見
地

か

ら

絶
鰻

樫
酵

挙
全

鰻
的
に

把
握
し

展
望

言
こ

と

を

困

難
に

さ

せ
で

ゐ

る
｡

し

た

が

つ

て

国
家

脛
癖
の

生

産
性
に

た
い

し
て

コ

ル

ム

が
､

国
家
脛
費
の

作
用
の

面
に

着
目
し

て

こ

れ

を

生

産

的
と
み

る

の

新
経
済
畢
波
の

二

元

的

鍵
済
敵

織

論
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l

一

･

一

庵

静

叢

■
夢
二

十
九

巷

泰
一

飯

′

■

由
一

､

咤

反
し
､

り

言

;
が
､

周

羞
野
の

本
質
の

面
に

誉
H

し
て

滑
費
的
に

み
′
る

吉
ふ

封
立

管
以

上
の

相

異
か

ら

明
か

に

な
る
｡

.

最
後
に

親
健
経
緯
を

瓢

警
ノ

る

に

さ
い

し
て
､

孟
ム

が

規

貸
の

徳
俵
軽
韓
を

賛

重
義
と

叡
念
し
､

そ
の

内

竺
つ

の

脛
韓
餞
制
の

0

0

0

0

し

交
錯
ナ
る

警
み

と

め
る

霊
と
､

ヲ

言
ユ

ル

が

資
本

量
的
市
場

宗
と
そ

れ

に

悪
か

ら

封

掌
る

共
同

霹
と
の

二

元

的

翌

0

0

0

0

0

交
錯
を

通

し
て

親
饅
経
緯
を

恩
ひ

う

か
べ

る

藻
虔
と
の

封
立

を

あ

げ
ね

ぼ

な

ら

な
い
｡

/

､

第
四

節

二

元

的
軽

臍
粗
放
論
の

問
題

.ヽ

こ

の

撃
で

は

わ

れ

く
ほ

本
給
文
の

竺
節
で

示

し

至
元

的
癒

痩
蔽
姓

器
の

課
題
に

し

た

が

つ

て
､

琴
上
の

ど

と
き

特
色
を

も
つ
､

コ

ル

ム
､

リ

ッ

チ
ェ

ル

の

所

警
､

…
交
錯

雪
中
心

と

し

た

二

元

的
霧

帝
親
政
論
の

露
理

論
的
性
格
､

切
封

立

論

芸
心
と

し

窒

の

政

治

的
性
格
､

と
い

ふ

鮎
･
か

ら

検
討
し
､

最
後
に

…
ニ

元

的
経
臍
組
織
論
そ

の

も
の

三
軍
嘗

性
に

つ

い

て

考

壬
み

ょ

う
｡

り
交
錯
論
は

封
立

論

晶
接

写
る
､

と

普

碧
簑
へ

て

よ

い

の

で

雪
が
､

こ

1

で

は

便

空
交
錯
諭
か

ら

み
て

ゆ
か

う
｡

時
速

･

の

ど

と

と
れ

は

二

つ

の

軽
臍
縫

紋
の

交
錯
に

ょ

つ

て

絶
餞

霹
の

循

環

警
護
蟄
居
を

把
捉

し

ょ

う

与
る

も
の

で

雷
､

財

警

＼

不

可
妖
の

要
素
と

す
る

国
民

霞
の

溌
一

■
的
把
捉
が

開

警

毒
し

た

が

つ

て

こ

1

で

は

財
政
の

蛋
理

論
的
性
格
が

重

警
れ
る

と

＼

い

つ

て

よ

い
｡

さ
■
て
､

ゲ
ル

〈

ル

ー
･

コ

ル

ム

は

国

靂
費
の

市

慧
仙

韓
に

票
す
る

交

撃
退

雷
､

い

は

ゆ
る

貫
目

的
に

よ

つ

て

霞

分
し

叙

彗
ノ

る

と

と

も
に
､

所

得
の

形

成

誓
び

使

用

と
い

ふ

鮎
に

誉
七
と

く
に

経
韓
理

論
的
に

把
返

し

ょ

う
と

し
て

ゐ

る
｡

い

は

ゆ
る

所
得
移
樽
的

穿
(

貨
幣
給
付
)

と
､

軍
質
的
滑
粍
的

蛋
(

署
の

行
政

給
付
)

に

分
つ

て

市
場

痙
韓
､

と

く
に

市
場

的

差
渡

瞭
と
の

鞍
を

究
め

よ

う

と

す
る

こ

と

は
､

■

君
国
豪
給

付
の

市

琴
経

済
的

墓
､

滑

費
に

票
す
る

資
質
的
作
用

票
さ

ん

と

す
る

に

0

ト

ダ

L ⊥



と
ゞ

ま

ら

ず
､

国
民
所

得
の

概
念
を

通
し
て
､

そ
の

量
的
測
定
へ

の

道
を

ひ

ら

く

も
の

で

あ

る
｡

国
民
所

得
と

国
家
産
費
と

を

以
て

硯

箕

⊂

の

絶
鰻
贋
臍
過

程
を

こ

重
の

循
環
陶
式
と

し
て

量
的
に

表
現

し
て

ゆ
か

う

と

サ
る

コ

ル

ム

の

囲
式
は
､

か

誉
ソ

の

批
邦
が

あ
る

に

し

て

も
､

と

も

か

く

も
､

現

代

財
政

上

脛
済
と
の

絶
饅
を

展
望
す
べ

き
､

し

た

が

つ

て

現

代

財
政
の

祀
合

脛
贋
的
聯
齢
性
を

脛
済
理

論

的
に

把
握

す
■

べ

き

統
一

的
地

盤
あ
る

ひ

は

基

礎
理

論
を

挺
供

す
る

も
の

と
い

つ

て

よ

い
｡

た
ゞ

こ

の

場
合
コ

ル

ム

が

静
態

的
把
捉

に

と
ゞ

ま
つ

て

ゐ

た

と
い

ふ
こ

と
は

大
磯
の

偵
向
と

し
て

疑
ひ

え

な
い
｡

最
近
の

フ

J

ス

カ

ル

･

誉
ノ

シ
.
-

に

お

い

て

は
､

か

ゝ

る

静
港
的
把
擾
を

こ

え

た

動

態
的
た

蟄
展
理

論
が

構
想

さ

れ
て

ゐ

る

の

で

あ
る

が
､

そ

の
ノ

基

礎
の

一

が
コ

ル

ム

の

あ

た
り

に

存
す
る

こ

と

も

大
髄
正

普
と

さ

れ

る
｡

さ

て
､

り

言
チ
ル

の

交
錯
静

違
念
と

し

て

の

共

同

蛋
の

規

質
的

義
満
か

た
､

雲
雀
そ

れ

と

資

重
義
と
の

交
臥
を

翰

ザ
る

ゑ
で

曽
ソ

､

い

は

ゆ
る

政

治

恥
な

も
の

-
彼
に

雪
て

は
､

す
ぐ
れ
て

撃
退

雀

義
的
で

あ
る

と

解
さ

れ
る

-
と

資
本
主

義
的

た

も
の
■
と
を

異
種

的
､

禰
宜

的
に

考
へ

て

ゆ
く
｡

〝

辞
意
的
共

同
脛
韓
〝

と

議
鮭
的
市

場
経

緯
ク

と

は

あ

く
ま
で

接

鰯
す
る

に

す
ぎ

な

い
■｡

し

た
が

つ

て

兵
饅
的
に

雨
怒

涛
粗
放
の

現

賓
的
交
錯
朋
係
を

考
へ

る

と

き
に

は
､

国
家
的
財
政

密
韓
の

個
々

の

説

は

れ

か

た
､

す
た

ほ

ち

国
家

的
生

産
脛
酵
､

国
家
的
統
治

経

済
､

等
々

を

そ
れ

卓
･
･

･

に

分
つ

て

市
場
経
済
と
の

接
鯛
面
を

ぼ

ら

′
～
に

研
究
す
る

に

す
ぎ

な

く
た

る
｡

勿
静
そ

れ

自
壊
と

し
て

は

従
来
の

ア

イ

ツ

財
政

諸

畢
詮
の

批
邦
と

整
理

を
へ

た

債
催
あ
る

研

究
で

あ

り
､

ま

た
､

こ

れ

ら
の

分

け

方
に

ょ

つ

て

は

じ

め
て
､

軽
費
､

■
札
税
､

手

数
料
､

盲
業
､

等
々

の

作
用
内
容

お

よ

ぴ

そ

の

作
用
領
域
を

確
定
し
､

研

究
す
る

こ

と

が

で

竜
る

と
い

つ

て

よ

い
｡

･
し

か

し

た

が

ら

彼
に

は

こ

れ

ら

せ

す
べ

て

食
掛
て

兢
】

的
に

祝
祭
す
べ

き

観
鮎
が

焼
け
て

居
り
､

し

た

が
つ

て

財
政
を

不

可

妖
の

要
素
七

す
る

絶
短
艇
韓
の

統
一

的
把
担
と
い

ふ

交
錯

静
の

も
つ

課
題
の

一

年
は

依
感
果
さ

れ

な
い

ま
ゝ

で

あ
る

.

と
い

つ

ヽ

ノ
4 5

て

よ
■
か

ら

う
っ

､

新
経
済
草
餅
の

.
き
叩
酔
顔

済
組
織

鎗

叫
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一

橋

静

苦

界
二

十

九

春

草
一

射

的
ぜ

て
､

･
か

ゝ

る

交
緒
論
は
､

そ

れ

が

漁
懐
経
緯
の

展
望
を

可

能
に

し
て

ゐ

る
■
限
り
､

た

と
へ

ぼ
コ

ル

や

が

国
家
給
付
を

費
用
で
､

市

墓
碑

給
什

晶
買
得
で

計

掌
る

ど

と

く
､

必
ず
何
等
か

の

溌
一

的
見
地

を

露
虹

し
て

宣
し
て
.
ゐ

る

の

で

あ

る

が
､

他
な

ら
ぬ

か

ゝ

る

統
一

的
立

脚
敷
こ

そ

竺
一

元

的
封

立

論
が

明
か

に

す
べ

き

も
の

な
の

で

あ
る
｡

し

た

が

つ

て

こ

れ

竺
一

元

的
脛
韓
組

織
論
の

基

礎

を

な

す
も
の

と

い
.
つ

て

も

よ

い
｡

し

か

し

な
が

ら
､

本
来
二

元

的
封
立

論
の

問
題
は
､

経
緯
凝
故
の

異
質
的
二

元

性
を

通

し
て

国
家
経
済

の

玉
髄
の

構
造
を

明
か

に

た

さ

む

と

す
る

こ

と
で

あ
り
､

こ

ゝ

か

ら

そ
の

主

饅
を

研

究
す
る

財
政

峯
の

構
成
原
理

を

も

明

か

に

し

よ

う

と

す
る

努
力
も

生

ず
る

の

で

あ
る
｡

心
は
ゞ

政

治

朋
性
格
を

も
つ

財
政
主

餞
の

構
造

分
析
に

ま
で

す
1

み

う
る

と
こ

ろ
に

二

元

的
封
立

論
の

意
義
が

存
す
る

の

で

あ
る
｡

コ

ル

ム

は

国
家
財
政
の

把
挺
に

さ

小

し
､

財
政

需
要
を

所

輿
と

し
､

そ
の

手

段
調
達
の

強

制
性
に

の

み

注
目

す
る

形

式
的
普
遍
主

義
の

考
ぺ

方
を

不

常
と

し
､

既
述
の

ご

と

く

給
付
の

強

制
性
､

あ
る

び

は

そ

の

オ

ル

ガ
ン

カ

ラ

ク

ク

ー

に

財
政
の

本

〔

註
1
〕

質
を

恥
と

め
る

こ

と
に

ょ

り
､

財
政
圭

燈
の

構
造

分
析
へ

の

道
を

ひ

ら

き
､

さ

ら
収

ま

た
､

給
付
の

韻
域
″

ぁ
る

び

は

遠
類
″

に

よ

〔

註
2
〕

る

軽
費
作
用
の

区

分
を

通
し
て
､

避
に

財
政
玉

髄
の

分
析
を

迫
る

も
の

が

あ

る
｡

し

か

し

た

が

ら
コ

ル

ム

は

此

虞
で

と
ゞ

ま
つ

て

ゐ

る
｡

霹
済
理

論
的
問
題
を

置
成
す
る

コ

ル

ム

が
､

か

ゝ

る

問

題
に

解
答
す
る

必
要
を

感
じ

た

か

香
か

ほ

別
と

し
て
､

た

と
へ

ぼ
､

彼
が

い

は

ゆ

る

政
治

的
な

も
の

を

経
済
化
し

て

作
り

あ

げ

た

と
い

は

れ
る

所

得
循
環
の
･
囲
式
の

詮
明
に

さ

い

し
て

も
､

い

か

な
る

観
鮎
か

ら

国
家

給
付

を

(

た

と
■へ

ぼ

経
費
と

同

債
億
と
し

て
)

周
式
に

組
み

入
れ
る

か

は
､

財
政

主

饅
の

構
造
の

社

食
畢
約
分
析
を

ま
つ

て

は

じ

め
て

明

か

に

さ
れ

る

も
の

で

あ

り
､

軽
臍
的
観
鮎
に

の

み

固
執
す
る

の

は

不

充
分
と

た

る

お

そ

れ

が

た
い

で

は

な
い
｡

〔

鼓
1
〕

芦

有
事
P

P

〇
一

-

班
.

N
-

い
.

も

.

▼
､

〔

鞋
2
〕

ズ

ル

タ

ン

に
よ

れ
ば
､

コ

ル

ム

の

給
付
の

ク

領
域
″

忙

よ

る

囁

分

は
､

経
費
の

あ

ら

ゆ

る

政
治

的
､

敢
食

草
的

罷

識
の

不
可

故
の

基
夜
計

な

十
ヂ
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し
､

給
付
の

〝

種
赦
″

に

よ
▼る
囁

分

は
､

ク

財
政
､

顔
済
､

国
家
棒
邁
､

社
食

稀
薄
の

相
互

癒
着
性
ク

の

種
顛
と

程

度

と

を

経
費
面

か

ら

認

識
す

る

可

髄

性
を

輿
へ

る

と
い

ふ
｡

き

ら

に

ズ

ル

タ

ン

は
コ

ル

ム

の

考
へ

方
■の
登
展

す
.

へ

き

方
向

を

示
し

て

ゐ

る
｡

た

と
へ

ば

給
付

〝

種
類
″

の

区
分
の

や

い

に
､

〝

行
政

給
付
″

と
､

官
僚
政

治

と
を

聯

陶
さ

せ

て

考
へ

､

官
僚
政

治
の

社

食
技
術

的

必

恭

性
を

考
へ

､

さ

ら

に

こ

れ

と

腱
費
の

我

利
性
と

を

考
へ

あ

は

す
べ

き
で

あ

る

と

し
､

ま

た
､

〝

行

政

給
付
ク

と

〝

貨
幣
給
付
″

の

比

率
+

お

よ

ぴ

そ

の

歴
史

的

欒
化
か

ら
､

ワ

グ
ナ

ー

の

い

は

ゆ

る

･
〝

覿

費
萄
大
の

法
期
ク

を

酷
食
草
的

に

解
明
七

う
る

辛

が
か

り

が

え

ら

れ
る

と
い

ふ
｡

(

す
な

は

ち
､

ア

ン

ダ

イ
ル

シ

ス

テ

ム

に

お

い

て

は

本
質
的

に

少

な
い

〝

経
費
″

就
中
､

少

な
い

〝

行

政

給
付
″

を

蓼
求
す
る

自

由

資

本
主

義
で

あ
つ

た
の

に
､

そ

れ

が

経

済
構
邁
の

欒
他

に

と

も

な
つ

て
､

祀

合
致

策
的
､

経
済
政

策
的
､

鍵
費
の

必

要

が

生

じ
､

い

ろ
ー

′

～
の

ク

貸
借
給
付
ク

を

増

大
さ

せ
､

こ

れ

に

と

も

な
つ

て

さ

ら

に

〝

行

政

給
付
″

も

増

＼

.

大
し
､

つ

ひ

に

墳

隋
経
済
そ

の

も
の

⊥

性
格
を

も

襲
化

さ

せ

て
､

狗

占

資

本
主

義
的
コ

ン

ト

p

-

ル

シ

ス

テ

ム

に

至

る

過

程
を

説

明

す
る
｡

)

ズ

ル

タ

ン

自

身
の

見

解
に

た

い

す
る

放

列

は

別
と

し

て
､

と

も

角
､

コ

ル

ム

の

螢
作
の

わ

れ

′
～
の

同
国
展

開
に

た

い

し

て

も
つ

重

要

さ

は
､

こ

れ

で

明
か

に

な
つ

.
た

と

息
ふ
｡

ロ
∽

已
訂
ロ
}

ヨ
日

昌
印

象
詮
e
ロ

胃

訂
詮

ゴ

ロ

千

野
巴
○

訂
g
i

e
-

打

昌
一

旨
喜
F

d
O

M

望
日

昌
笥
-

訂

旨
日
払

の

ぎ
f

√

-
】

監
･

-

N
.

A

已
-
.

〉

-

諾
○

-
ひ

N

∵
班
.

巴
-
等
-

タ

ッ

チ
一ユ

ル

ほ

共

同
鮭
療
の

理

念
を

び

つ

さ

げ
て

財
政

主

髄
の

問
題
に

む

か

ふ
｡

彼
に
.

あ
つ

七

は

共

同
経
済
は

資
本
主

義
的
市
場
脛
韓

と
は

眞
向
か

ら

封
立

す
る

も
の

で

む
る
｡

国
家
は
ゲ
マ

イ

ン

シ

ヤ

フ

ー

の

理

念
を

憶
説

す
べ

き

針
の

で

あ

り
､

国
家
の

軽
韓
は

こ

の

理

念

に

し

た
が

つ

て

螢
ま
る

べ

き

も
の

と
た

る
｡

国
家
の

必

要
と

す
る

財
貨
は

こ

の

鮎
か

ら
い

は

ゆ
る

共

同
社
食
欲

望

と

し
て

所

奥
の

も
の

■
と

な
る
｡

か

く
し
て

彼
の

普
遍
主

義
祀
合

歓
は

ア

リ

ッ

観
念

論
的
国
家

観
の

侍
競
に

頼
ざ

す
も
の

で

ぁ
り
､

し

た

が

つ

て

下
.

イ

ツ

財
政

畢
の

主

流
を

代

表

す
る

見
解
で

も

居
る
｡

そ

れ

は

全

髄
と

し
て

の

財
政
の

意

儀
あ
る

び

は

重

要
性
を

明

か
に

な

し

う
る

の

で

あ
る

が
､

わ

れ

わ

0

0

れ
が

此

廃
で

問
題
に

し
て

ゐ

る

財
政

主

饅
の

構
造
を

把
挺

す
る

た

め
に

は
か

た
り
の

困

難
を

息

は
せ

る
｡

け
だ

し
､

ゲ
マ

イ

ン

シ

ヤ

フ

ー

の

掛

金
の

票
的
に

優

越
す
る

き
ろ

ぶ
政

需
要

最
輿

垂
る

と
｡

ろ
､

現

頂
警
鰻
の

恩
は

依

警
-

ル

に

か

く

さ

■
新
経
済
畢
軟
の

二

元

打

鍵

済
放

散

静

■

4 7



■
】

椅
･
静

業

界
二

十

九

春

希
一

袋

､

雌
.

■
れ

た
ま
1

で

ゐ

る

よ

り

偲

か

ほ

な
い
9

紆

と
へ

ば
､

よ

く
財
政

畢
で

使

用
さ

れ

る

敢

禽
債

債
の

概
念
は
､

そ

れ

に

則
つ
■
た

理

論
構
成

空
間

題
に

せ

ね

ぼ

な
ら
ぬ

と

と

も
に
､

そ

れ

自
身
の

内

寧
こ

そ

が

問
題
と
な

る

の

に
､
･

リ

ッ

チ
ェ

ル

の

ど

と

き

形

式
的
普
遍
主

義
の

理

念
を
も

っ

て

解
明

す
る

だ

け
で

は
､

あ

く
ま
で

形

式

的
理

論
横
風
だ

け
に

終
り
､

つ

ひ

に

財
政

主

髄
の

構
造
と
の

聯
掛
か

ら

把
速
さ

れ
る

内
容

的

問
題
に

至
り

え

な
い

お

そ

れ
が

あ
る
1

社
食
畢
的
観
鮎
か

ら

財
政

畢
の

根
本
問
題
に

迫
つ

て

ふ
つ

雷
ノ

言

;
が

逆
に

社

食
学
的
分
析

〔

鞋
3
〕

へ

の

道
を

と

ざ

し
て

し

ま
つ

た

感
じ
が

す
る

の

は

ま
こ

七
に

嘩
念

き
と

で

あ

る
｡

〔

警
〕

､
か

三
育
つ

た

か

ら

と
て

少
し

も

リ

ッ

チ
ユ

ル

の

業
繚
を

傷
け

る

も

芸
は

な
い

｡

む
し

ろ

財

撃
王

産
の

霊
分

析
は
､

問

題
そ

の

も
■
の

が

難

か

し
い

こ

と
を

銘
記

す
べ

き

だ
｡

前

慧
る

ズ

ル

タ

ン

還
作
､

論

文
､

句
･

声

欝
日

日
-

冒
S

O

邑
○

昔

計

=
i

呂
旦
i

-
i

邑
e

ロ

E
日
叶
+

邑
e
i

旨
P

的

盲
旨
○
-
-

e

蒜

盲
ユ
岩

早
-

賀
r

な

ど
､

こ

の

富
の

開
港
を

取
政

ふ

代
表
螢

作

で

も
､

単
に

財
政

童

醸
を

め

ぐ
る

い

る

く
の

俵
件
や
･

取
囲
の

列

馨
程

度
に

経
つ

て

ゐ

る

こ

と

が

何
よ

p

も

問
題
の

困

簸
き

を

示

し

て

ゐ

る
｡

糾
わ

れ

く
は

最
後
に

こ

元

約
定
臍
組
放
論
そ
の

も
の

1

安
昔
性
に

つ

い

て

考
へ

ね

ぼ

な

ら

な
い
｡

こ

の

間

題
は

こ

つ

に

わ

か

れ

雪

空
尽
そ

の

論
理

構
造
自
壊
が

現

代

財

政
の

競
-

的
把

警
可

能
に

し
て

ゐ

る

か

否
か

の

問
題
で

曽
ソ

､

い

ひ

か

へ

れ

ぼ

二

元

的
封
立

論

と
二

元

的
交
錯
給
と
の

競
合
の

問
題
､

財
政
た

お

け
る

政

治
的
な

も
の

と

経

済
理

論
的
な
も
の

と
の

統
合
の

問
題
で

あ
る
｡

弟
こ

は

二

元

的

宗
組

監
の

嘗
的
適
合
性
の

問
題
で

あ
る
｡

竺
､

竺
の

問
題

完
互

に

か

雷

雲
晶
係
に

誉
と
い

は

ね
ぼ

雷
恐

が
､

わ

れ

ぐ
は

琴
一

の

問
題
に

つ

い

て

の

み
こ
■
1

で

は

考
へ

て

み

よ

う
｡

い

は

ゆ
る

こ

元

的
経
緯
組
織
論
そ

の

も
の

に

封

彗
ノ

る

見
解
は
､

形

式
的
に

竺
元

論
(

ヮ

言
ユ

ル

の

い

ふ

市
場
楽
所
､

共

同

靡

蔚

の

完
静
)

､

各

号
ひ

は

多

元

静
(

苦
へ

ぼ

ゾ
ム

パ

ル

去
経
済
観
故
の

屠

的
多

革
性
の

理
静
)

で

や
ら

う
｡

し

か

し

た

が

ら

こ

れ

ら

十
常

【

拉



94

､

r

の

見
解
は
コ

ル

ム
､

ワ

ッ

チ

子
ル

の

所

論
と

は

多

少

と
■
も

問
題
蜂
起
の

態
度
を

異

句
し
て

ゐ

る

の

で
､

直
接
対

決

す
る

の

は

意
味
が

少
な

い
｡

ヘ

ル

ペ

ル

ー
･

ズ

ル

タ

ン

が

同
じ

や

う
た

間
趣
意

識
か

ら

田

敬
し
て
､

プ

ル

ム
､

リ

ッ

チ
ェ

ル

の

見
解
を

批
外
し

て

ゐ

る

の

で

ご
し

〔

鞋
4
〕

一

れ

を

通
し

て

二

元

的
経
緯
組
織
論
の

規

質
的
適
合
性
の

問
題
を

み
て

ゆ
か

う
ぺ

0

0

0

0

∴
賛
T

〕

琴
遇
の

ど

と

く
コ

ル

ム

は

蔓
の

絶
煙
経

済
通

以
て

贅

李
王

義
と

盤

面
し
､

そ

名
芸
経
済
と

墓
経
済
と

が

相

交

錯

す
る

と
い

ふ

に

尿

0

0

0

0

し
､

･1タ
ブ

チ
ュ

ル

は

餐

本
主

義
的

市

場
経
済
に

野
立

す
∴

る

共

同
経
済
を

考
へ

､

こ

れ

ら
の

交
錯

に

よ

つ

て

絶
醸
経
済
の

婁
を

恩
ひ

浮
か

べ

て

ゐ

る

の

冨
る
｡

勿

静
わ

れ

′
～

嘩
資

杢
王

義
の

概
念
裁

定
の

相
異

を
み

な
け

れ

ば

な

ら

な

い

の

で

あ
る

が
､

同

時

竺
人
の

.国
家
経
済
､

敢

骨
な

ど

に

た

い

ナ
る

直
哉
紛

把
握
の

相

異
を

周
題
に

し

な
け

れ

ば

な

ら

な

い
｡

祀

合
鍵
済
の

■
現

箕
の

裡

に
､

ま
た

そ

れ
を

こ

え

た

と
こ

ろ

に
､

国
家
の

イ

デ

ー
､

あ

る

ひ

は

ゲ
マ

イ
ン

シ

ャ

フ

ト

と
い

ふ

や
Ⅰ

つ

な

甘
の

を

盤

き

7
～
と

感
得
し

う
る

や

否
や

が

よ

つ

て

も
つ

て

両

者
の

二

元

的
碗
式
の

わ
か

れ
る

所
以

で

も

あ

ら

う
｡

し
か

し

か

1

る

思

想

的

粕

奥
の

是
非
を

し

ば

ら

く

措
く
と

し

て

も
､

か
1

畠
思

惟
棒
邁
そ

の

も
の

が

現

資
を

把
握

す

る

の

に

適
合
し

て

ゐ

る

か

香
か

は

依
銀

閣
は

ね

ば

な

ら
ぬ
｡

′

享
､

ズ

ル

タ

ン

に

ょ

れ
ぼ
､

サ
ブ

チ

エ

ル

は

官

卑
に

市
場
脛
済

的
な

国
民
経
済
と
､

そ

れ

と

異
種

礪
立
の

存
在
で

あ
る

財
政

と
の

二

元

的
脛
酵
親

政
諭
を

主
張
し
て

ゐ

る
｡

〝

静
撥
的
共

同

軽
臍
″

と

〝

動
撥
的
資
本
圭

艶
市
場
援
帝
″

と

が

外
部
的
に

封
宜

し
､

嶺
鰯
交
錯

す
る
｡

た
ゞ

か

ゝ

る

接

飼
面
が

滑
失
す
べ

尊

も
の

と

考
へ

ず
忙
､

財
政
と

国
民
産

韓
と
の

尉
聯
に

甜
し

て

構
成

的

ぎ
邑
i

七

島
づ

で

あ
る

と

考
へ

る
■
鮎

だ

け
が

自
由
主

義
の

イ

デ
オ

p

ギ

ー

と

相

異
す
る

の

で

あ
る
｡

ズ

ル

タ

ン

自
身
の

見
解
に

よ

る

と
､

国
民
脛
韓
と

財
政
と
の

外

部
的
封

置
は

叔
本
的
に

誤
ま
り

で

あ
る
｡

囲
民
経

済
の

内
に

財
政

部
門

が

含
ま

れ
て

ゐ

る
｡

し

た
が

つ

て

国
家
澄
癖
自

饅
､

-
あ
る

ひ

は

資
本
主

義
経
済
自
壊
が

政

治

的
性
格
を

も
つ

も
の

で

あ

り
､

そ

の

内
に

あ

■〆

る

財
政

と

市
場
経
緯
的
な

も
の

と
の

頗
係
は

き

は

め
て

流

動
的
で

あ
を

と
い

ふ
の

で

あ
る
｡

こ

の

見
解
は

ク

財
政
-

鮭
韓
､

政
争
構
造
､

､
三

首

新
穀
済
拳
沃
の

二

元
的

癖
済
蔽

織

静

三.
÷･‾へ･4 タ

㌻
監

好
打

を
狂
臥
〔

㌢
ト

仁

.L
批
叫

㌫
.

申
し
い

れ

■か
㌢

･㌻
り

■｢臣
い

㌢
r



〇
一

ヽ
)

｢

梼

給

費

弟
二

十

九

春

希
一

溌

〔

託
5
〕

国
象
構
造
の

内

的

琴
丘

癒

着
性
ク

を

示

す
も
の

で

曽
ソ

､

い

つ

て

み

れ
ぼ

完
胡
な

考

忘
た

で

あ
る
｡

サ

一､

〔

託
5
〕

以

上
の

証

明
は
､

す
で

に

の

べ

た

ズ

ル

タ

ソ

佃

静

文

ヨ
ロ
p

計
司

ぎ
W

ロ

胃
F

邑
亡

邑

哲
已
○
-

○
地

声
-

淫
岩
.

麓
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